








はじめに

  常位胎盤早期剥離は出血性ショック、DIC、腎不全などさまざまな合併症を併発し、母

体・胎児の生命を著しく脅かす疾患として産科救急上、極めて重要な疾患である。

  本疾患の最大の問題点は、突然に発症し、その発症予知か非常に困難であるという点で

ある。発症後も適切なマネージメントをおこたると、児はもとより母体の生命予後をも著

しく不良にする。

 本研究は常位胎盤早期剥離を予知するためのリスク・ファクターを検出することが目的

である。


